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１ 実施状況 
 
対象学校 
 

 
小林市立須木小学校・須木中学校 

 
活動分野 

  
学習支援・環境整備・学校行事 

【学校支援の取組】 
読み聞かせ（通年）習字指導（通年）部活動支援（通年）環境整備（５月・８月）家庭科支援【ミシン・郷土料理】

（６月）水泳指導（６月）学習田活動支援【田植え・稲刈り・脱穀等】（６月・１０月・１１月）踊り指導【須木音

頭】（９月）絵画指導（９月）ふるさと講演会（１０月）社会科学習支援【郷土歴史・須木の栗】（９月・１０月）

国語科俳句指導（１０月）餅つき大会支援（１２月）正月飾り作成支援（１２月）三味線演奏指導（１月） 

○地域コーディネーター（ ２ ）人  ○ボランティア登録数（７４）人 

２ 特色のある取組の紹介  
  

① 「 ふるさとプロジェクト 」 
 
 
 

 
○ 活動内容 

  

 

 

 

 

○ 事業を実施して（参加者等の声）               

 

 

 

 

 

② 「 ふるさと講演会  」     
 
 
 
 
○ 活動内容 

 

 

 

 

 

  ○ 事業を実施して（参加者等の声）            

       

 

                          

 

 

本部名：須木中学校区支援地域本部 
 

      連絡先：小林市立須木中学校 

      電 話：０９８４－４８－７９１２ 

      ＦＡＸ：０９８４－２５－９００７ 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
 子供･保護者･地域の皆様・教職員が交流を深めるとともに、子供たちのコミュニケーション能力「ふる

さと」のためになる活動の展開と地域の方との交流が充実！ 

 ふるさとプロジェクトの目的は、子供たちが地域の中で様々な活動をす

ることで、子供･保護者･地域の皆様・教職員が交流を深めるとともに、子

供たちのコミュニケーション能力を育てることです。（地区ごとに、様々

な活動が計画された。例－七夕飾り、美化活動、炭焼き体験、そば打ち体

験、防災訓練等 ） 

 

○ 孫が大きくなっているから、小さい子供と活動できるというのは、とても楽しい。元気が出る。（地域の方） 

○ 子供たちが楽しんでくれて何よりだ。いつもと違うことを企画することができてよかった。（職員） 

○ 子供と触れ合う機会があってよい。子供と保護者、そして高齢者が一緒に何かをするというのはとてもいいことだ。

（地域の方） 

○ 地区で実施している伝統的な活動を大切にしながらも、その他の活動も併せて行っていき、子供たちの思い出に残る

ようにしていきたい。（職員） 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
  地域の一員としての自分を振り返らせる機会として、地域のためにがんばられている方に直接お話をし

て頂きます。 

須木地区で花火大会の実行委員をされている方にお越しいただき、須木地

区を活性化するために、今どのようなことを行っているかを話して頂きまし

た。 

花火大会にボランティアとして協力している生徒にとっては、地域活性化

の一つの手立てであることを知り、改めて須木の今後を考えたようでした。 

○ 須木のことをすごく考えていることがわかった。（生徒） 

○ 自分もいろいろな形で須木地区に貢献していきたい。（生徒） 

○ 花火大会にかける気持ちがすごく伝わってきた。自分もそれに参加できてよかった。（生徒） 

【講演中の様子】 

【七夕飾りで交流】 


